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1．はじめに 

 厳しい塩害への対策の一つとして高耐食材料の

ステンレス(以下，SUS)を構造物に適用することが

挙げられる．しかしながら，SUS においても塩化物

イオン（以下，Cl-）濃度の極めて高い環境や，低ア

ルカリ環境においては腐食する．例えば SUS 鉄筋の

腐食発生後の進展挙動に関して，田所らによれば，

SUS の腐食進展は Cl-濃度に依存すると報告してい

る 1)．しかしながら，SUS の腐食速度と Cl-濃度の関

係を，近似式をもって定量的に評価した研究はない． 

 そこで本研究では，基礎実験として，3 種の結合

材を水準とし，モルタルに埋設した普通鋼鉄筋と S

US 鉄筋に関する，Cl-濃度と腐食速度の関係を評価

した． 

2．実験手順 

2.1 実験ケースおよび配合 

 実験ケースおよびモルタルの配合を表 1 に示す．

鉄筋種類としては普通鋼(SD345)と SUS304 の 2 水

準設けた．また，セメント種類として，普通ポルト

ランドセメント(以下，N)と，高炉セメント B 種(以

下，BB)，およびフライアッシュ混和セメント(以下，

FA)を用いた．なお，フライアッシュは N に 20wt％

を内割で置換した．  

さらに Cl-濃度は，15.0kg/m3，17.5kg/m3，20.0kg/m

3，22.5kg/m3，25.0kg/m3 の 5 水準となるように，練

混ぜ水に NaCl を添加した． 

 

2.2 供試体概要 

供試体概要を図 1に示す．φ50×100mm の円柱供

試体の中央に，D10 の異形鉄筋を埋設した．したが

って，かぶりは 20mm とした．なお，鉄筋の端部に

リード線をはんだ付けした．脱型後，供試体の上面

と底面にエポキシ塗装した．また，材齢 4 カ月まで

20℃，90％RH の環境で暴露した． 

2.3 測定方法 

 材齢 4 カ月時点で，交流インピーダンス法による

分極抵抗と，分極曲線を測定した．交流インピーダ

ンス法で取得した分極抵抗から文献 2)と文献 3)をも

とに腐食速度を算出した． 

3．実験結果 

No.1 および No.2 における Cl-濃度と腐食速度の関

係を図 2と図 3に示す．これらによると，普通鋼と

SUS ともに Cl-濃度の増加に伴い，腐食速度は速く

なることがわかる．ただし，SUS の場合は近似式の

傾きが，普通鋼に比べて 1/500 以下と極めて小さく，

変化しにくいことがわかる．また，各 Cl-濃度におい 

図 1 供試体概要 
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表１ 実験ケースおよびモルタルの配合 

No. 
セメント

種類 
鉄筋種類 W/C S/C 

単位量(kg/m3) 

W C FA S Cl-濃度 

1 
N 

普通鋼 

0.5 2.5 

280 560 
- 

1400 

15.0 17.5 20.0 22.5 25.0 
2 

SUS 3 BB 278 556 1390 

4 FA 280 448 112 1400 
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図 2 No.1 の Cl-濃度と腐食速度の関係 

 

ても，SUS の腐食速度は小さい．ここで，No.1 と No.2

のアノード分極曲線の結果を図 4に示す．これによ

ると，Cl-濃度に拘わらず SUS は普通鋼に比べ，分極

曲線が左上に位置し，アノード反応が活性化しにく

いとわかる． 

次に，セメント種類毎の SUS における Cl-濃度と

腐食速度の関係を図 5に示す．これによると，腐食

速度はセメント種類に拘わらず，同程度とわかる． 

以上より，かぶり 20mm のモルタルにおける腐食

速度と Cl-濃度の関係の近似式を以下に示す． 

No.1：𝐼𝑐𝑜𝑟𝑟 = 1.9706 × 𝐶𝐶𝑙− − 18.058         式(1) 

No.2：𝐼𝑐𝑜𝑟𝑟 = 0.0037 × 𝐶𝐶𝑙− − 0.0476         式(2) 

No.3：𝐼𝑐𝑜𝑟𝑟 = 0.0031 × 𝐶𝐶𝑙− − 0.0383        式(3) 

No.4：𝐼𝑐𝑜𝑟𝑟 = 0.0027 × 𝐶𝐶𝑙− − 0.0263         式(4) 

 ここで，𝐼𝑐𝑜𝑟𝑟：腐食速度(mg/cm2/年)， 𝐶𝐶𝑙−：鉄筋

位置における Cl-濃度(kg/m3) 

4．まとめ 

1) 普通鋼と SUS ともに，Cl-濃度の増加に伴い，腐 

食速度が大きくなる．  

2) SUS の腐食速度は普通鋼に比べて小さく，近似 

式の傾きも小さい． 

3) N，BB，FA に拘わらず，SUS の腐食速度と Cl-

濃度の近似式の傾きは変化しない． 
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図 3 No.2 の Cl-濃度と腐食速度の関係 

 

 

図 4 N における普通鋼と SUSのアノード分極曲線 

 

 

図 5 セメント種類毎の SUSの腐食速度と Cl-濃度

の関係 
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